
●
は
じ
め
に

モ
ン
ゴ
ル
社
会
は
、
一
九
九
○
年
代
初
め
に
市

場
経
済
体
制
へ
と
転
換
し
て
以
来
、
大
き
な
時
代

変
化
の
中
で
急
速
に
そ
の
表
情
を
変
え
つ
つ
あ
る
。

こ
の
一
○
年
余
を
み
る
と
自
由
化
が
進
み
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
済
活
動
が
拡
大
し
て
い
る
一
方
、
地
方

経
済
の
劣
化
と
都
市
へ
の
人
口
集
中
、
環
境
管
理

の
弱
体
化
、
自
然
災
害
の
頻
発
、
伝
統
的
な
遊
牧

社
会
の
流
動
化
な
ど
多
く
の
問
題
が
顕
在
化
し
つ

つ
あ
る
。
と
く
に
、
遊
牧
を
主
体
と
す
る
地
方
社

会
が
徐
々
に
定
住
化
へ
向
か
い
つ
つ
あ
る
中
、
自

然
条
件
悪
化
や
砂
漠
化
の
進
行
、
雇
用
機
会
の
減

少
が
進
み
、
地
方
の
生
活
の
不
安
定
さ
は
従
来
に

な
く
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
二
○
○
二
年
か
ら
モ
ン
ゴ

ル
の
一
地
方
で
あ
る
バ
ヤ
ン
ホ
ン
ゴ
ル
県
で
日
本

の
一
村
一
品
運
動
を
モ
デ
ル
に
し
た
地
域
産
業
お

こ
し
の
試
み
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、

一
村
一
品
運
動
は
、
密
度
の
高
い
集
落
構
造
を
持

つ
日
本
の
農
村
を
前
提
と
し
て
成
立
し
た
モ
デ
ル

で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
、
定
着
性
が
低
く
人
口

が
過
少
な
モ
ン
ゴ
ル
社
会
に
適
用
で
き
る
と
は
思

え
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
盛
ら
れ
た
「
地
方
の

経
済
資
源
の
能
動
的
発
掘
、
地
方
独
自
の
創
意
工

夫
」
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
の
「
運
動
」
は
、

モ
ン
ゴ
ル
社
会
に
一
定
の
適
応
性
を
持
つ
も
の
と

し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
バ
ヤ
ン
ホ
ン
ゴ
ル

の
こ
の
運
動
は
実
施
が
始
ま
っ
て
か
ら
数
年
と
僅

か
し
か
た
っ
て
い
な
い
が
、
現
在
、
数
こ
そ
少
な

い
も
の
の
新
し
い
地
域
産
業
の
芽
や
人
材
の
活
性

化
へ
の
契
機
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ら
の
経
験
を
ふ
ま
え
バ
ヤ
ン
ホ
ン
ゴ
ル
の

運
動
を
奇
貨
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
政
府
は
二
○
○

五
年
夏
、
タ
イ
や
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
同
種
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
一
村
一
品

運
動
を
全
国
規
模
で
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

現
在
、
首
相
自
ら
が
主
導
権
を
と
っ
て
「
行
動
計

画
」
の
策
定
と
実
施
準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
な
ど
国
際
機
関
も

地
場
企
業
育
成
政
策
と
結
合
さ
せ
つ
つ
、
独
自
の

方
法
で
運
動
の
支
援
を
開
始
し
て
い
る
。

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
き
た
の
か
を
見
て
み
よ
う
。

●
バ
ヤ
ン
ホ
ン
ゴ
ル
県
の
一
村
一
品
運

動バ
ヤ
ン
ホ
ン
ゴ
ル
県
は
面
積
約
一
二
万
平
方
キ

ロ
、
人
口
は
約
八
万
人
と
人
口
希
薄
な
モ
ン
ゴ
ル

の
平
均
的
な
地
方
県
で
あ
る
。
県
北
部
は
比
較
的

高
い
山
と
浅
い
森
林
、
南
部
は
ゴ
ビ
砂
漠
に
接
し
、

中
部
は
雨
量
の
少
な
い
疎
林
と
草
原
で
あ
る
。　

夏
の
気
温
は
二
五
度
前
後
と
過
ご
し
や
す
い
が
、

冬
は
マ
イ
ナ
ス
三
○
度
に
も
な
る
厳
し
い
気
候
の

中
、
草
原
を
放
牧
す
る
遊
牧
民
住
民
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。

こ
の
バ
ヤ
ン
ホ
ン
ゴ
ル
県
が
、
大
分
県
の
「
一

村
一
品
」
の
ひ
そ
み
に
倣
っ
て"N

eg B
ag N

eg 

Shideg B
uteegdehuun"

（
文
字
通
り
「
一
村
一

品
運
動
」）
と
い
う
名
の
地
域
活
性
化
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
二
○
○
二
年
に
開
始
し
た
（
以
下
、
表

1
参
照
）。
当
時
、
モ
ン
ゴ
ル
は
例
年
に
な
い
雪

害
（
ゾ
ド
）
に
襲
わ
れ
、
全
国
で
数
百
万
頭
の
家

畜
が
凍
死
、
牧
畜
業
が
大
打
撃
を
受
け
る
事
態
が

発
生
し
て
い
た
。
バ
ヤ
ン
ホ
ン
ゴ
ル
で
も
被
害
は

大
き
く
、
何
と
か
し
て
生
活
基
盤
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
二
○
○
二
年
一
月
、
地
域
活

性
化
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
大
分
県
の
評
価
を
聞

き
、
同
県
を
バ
ヤ
ン
ホ
ン
ゴ
ル
県
知
事
ら
が
視
察

し
た
こ
と
か
ら
一
村
一
品
運
動
の
導
入
が
始
ま
っ

た
。

ゲルの風景（筆者撮影）

モ
ン
ゴ
ル
の
一
村
一
品
運
動
の
展
開
と
地
方
開
発
の
課
題

井
草
邦
雄
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た
だ
、
長
く
不
定
住
を
原
則
と
し
人
口
希
薄
で

蓄
積
の
少
な
い
生
活
パ
タ
ー
ン
を
維
持
し
て
き
た

遊
牧
社
会
が
、
定
住
集
落
を
前
提
と
し
て
展
開
し

て
い
る
モ
デ
ル
に
ど
う
適
応
し
て
い
く
か
は
大
き

な
挑
戦
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
運
動
の
理
念
と
し

て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
自
主
自
立
」、「
創
意
工

夫
」、「
人
づ
く
り
」
に
よ
る
地
域
活
性
化
は
、
当

時
の
指
導
者
の
胸
に
響
き
運
動
促
進
の
大
き
な
契

機
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
平
松
大
分
県
知
事
が
モ
ン
ゴ
ル
を
訪

問
、
政
府
と
の
間
で
交
流
協
定
締
結
、
バ
ヤ
ン
ホ

ン
ゴ
ル
県
を
一
村
一
品
運
動
の
先
行
モ
デ
ル
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
下
で
、
二
○
○
二
年
一
二
月
に
は
、
各
地

の
産
品
を
集
め
た
展
示
会
の
第
一
回
目
「
バ
ヤ
ン

ホ
ン
ゴ
ル
一
村
一
品
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
県
内

の
各
村
・
町
の
隠
れ
た
特
産
品
の
発
掘
と
商
品
知

識
の
拡
大
、
住
民
の
市
場
を
通
じ
た
収
入
獲
得
へ

の
刺
激
を
、「
一
村
一
品
」
と
い
う
形
で
促
進
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

モ
ン
ゴ
ル
に
は
ザ
ハ
と
呼
ば
れ
る
恒
常
的
な
市

場
が
あ
り
、
そ
こ
で
様
々
な
商
品
が
取
引
さ
れ
る

が
、
各
地
の
特
産
品
を
一
堂
に
集
め
た
こ
の
よ
う

な
試
み
は
地
元
で
は
珍
し
か
っ
た
。
そ
し
て
、
今

ま
で
商
品
と
し
て
出
し
た
こ
と
の
な
い
品
物
ま
で

多
数
展
示
さ
れ
、
盛
況
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
以

降
毎
年
の
開
催
が
あ
り
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
二

○
○
三
年
に
は
県
議
会
に
よ
り
、
一
村
一
品
運
動

促
進
の
決
議
が
な
さ
れ
運
動
が
本
格
化
し
た
。

こ
の
モ
ン
ゴ
ル
版
の
一
村
一
品
運
動
は
、
厳
し

い
自
然
の
中
で
は
あ
る
が
地
方
に
眠
っ
て
い
る
経

済
資
源
を
何
と
か
し
て
住
民
の
力
で
発
掘
し
、
商

品
開
発
や
市
場
開
発
に
よ
っ
て
地
方
住
民
の
収
入

機
会
を
増
や
そ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
自
給
自
足
に
近
い
生
活
が
主
軸
で
あ
っ
た
地
域

住
民
に
と
っ
て
は
、
新
し
い
経
験
で
あ
り
、
新
鮮

な
響
き
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
大

分
県
の
運
動
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
住
民
が

各
所
の
自
慢
で
き
る
「
商
品
」
を
も
ち
よ
っ
た
展

示
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
市
場
と
い
う
も
の
が

ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
、
商
品
化
の
工
夫
と
い

う
も
の
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
な
ど
、
実
例
に

よ
っ
て
学
ぶ
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

で
あ
っ
た
。

こ
の
展
示
会
は
二
○
○
二
年
以
降
毎
年
開
催
さ

れ
、
二
○
○
五
年
に
は
優
秀
作
品
に
よ
る
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
全
国
展
示
会
に
ま
で
発
展
し
た
。
筆
者

は
、
二
○
○
五
年
九
月
の
バ
ヤ
ン
ホ
ン
ゴ
ル
市
の

一
村
一
品
展
示
会
に
参
加
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
展
示
会
に
よ
り
、
新
し
い
市
場
情
報
と
商
品

知
識
や
包
装
・
加
工
の
情
報
が
お
互
い
に
伝
わ
り
、

限
界
は
あ
る
が
刺
激
と
競
争
の
な
か
で
新
し
い
産

品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
過
程
が
原
初
的
な
が
ら

感
じ
ら
れ
る
内
容
で
あ
っ
た
。

●
モ
ン
ゴ
ル
一
村
一
品
運
動
の
課
題

し
か
し
、
一
方
で
、
九
州
の
数
倍
の
面
積
に
わ

ず
か
八
万
人
と
い
う
人
口
構
造
、
遊
牧
で
定
着
性

を
持
た
な
い
社
会
の
性
格
、
交
通
や
通
信
イ
ン
フ

ラ
の
乏
し
い
環
境
、
冬
場
の
厳
し
い
気
候
条
件
の

な
か
で
、
ど
う
運
動
を
組
織
化
し
て
い
く
か
な
ど

課
題
も
大
き
い
よ
う
に
思
え
た
。
加
え
て
社
会
主

義
時
代
の
官
僚
制
の
残
滓
や
組
織
的
硬
直
さ
、
技

術
や
教
育
を
身
に
つ
け
た
人
材
の
不
足
な
ど
課
題

も
山
積
し
て
い
る
。

た
だ
、
過
去
一
五
年
の
市
場
経
済
化
の
経
験
を

経
て
、
バ
ヤ
ン
ホ
ン
ゴ
ル
で
も
、
一
部
で
は
あ
る

が
女
性
活
動
家
や
若
手
事
業
家
な
ど
が
着
実
に
育

っ
て
お
り
、
地
域
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る
萌
芽

を
一
村
一
品
運
動
の
中
に
見
出
す
こ
と
は
容
易
で

あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
中
央
政
府
が
こ
れ
ら
バ
ヤ
ン
ホ

ン
ゴ
ル
の
「
実
験
」
を
契
機
と
し
て
、
二
○
○
五

年
か
ら
全
国
規
模
で
一
村
一
品
運
動
を
展
開
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
も
大
い
に
理
解
で
き
る
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
一
村
一
品
運
動
の
中
で
始
ま
っ
た
、
バ

ヤ
ン
ホ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
「
商
品
づ
く
り
」
の
事

例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。

●
バ
ヤ
ン
ホ
ン
ゴ
ル
県
で
の
一
村
一
品

運
動
の
事
例

県
の
南
部
に
あ
る
エ
ル
デ
ン
ゾ
グ
ド
地
区
（
ソ

ム
）
で
は
、
ヤ
ク
の
乳
製
品
が
ロ
ー
カ
ル
な
が
ら

一
定
の
商
品
価
値
が
あ
る
も
の
と
し
て
地
域
住
民

に
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
一
村
一
品
運
動
を
機

に
、
各
家
族
単
位
で
牧
民
が
持
ち
寄
っ
て
地
元
女

性
グ
ル
ー
プ
が
集
落
で
加
工
し
、
ヤ
ク
の
バ
タ
ー

や
チ
ー
ズ
、
乳
製
品
菓
子
な
ど
を
展
示
販
売
す
る

こ
と
を
始
め
て
い
る
。
ほ
か
に
、
革
製
品
や
フ
ェ

ル
ト
靴
な
ど
の
生
産
も
始
ま
っ
た
。
乳
製
品
以
外

は
さ
ほ
ど
商
品
と
し
て
の
魅
力
は
感
じ
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
ヤ
ク
乳
製
品
の
味
は
良
く
、
特
産
品
と

し
て
市
場
性
は
あ
り
そ
う
で
あ
っ
た
。
綺
麗
な
形

フェルト製作作業場
（筆者撮影）

ヤクのバター
（筆者撮影）
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に
仕
上
げ
た
チ
ー
ズ
菓
子
は
ロ
ー
カ

ル
な
が
ら
商
品
価
値
が
あ
る
よ
う
に

も
見
受
け
ら
れ
た
。
包
装
の
工
夫
や

衛
生
管
理
、
保
蔵
と
運
送
手
段
を
工

夫
す
れ
ば
一
定
の
市
場
性
を
持
つ
も

の
と
見
受
け
ら
れ
た
。
エ
ル
デ
ン
ゾ

グ
ド
の
ソ
ム
代
表
に
よ
る
と
、
二
○

○
四
年
に
は
ヤ
ク
の
バ
タ
ー
の
ほ
か
、

乳
製
品
を
既
に
年
間
二
ト
ン
程
度
域

外
に
出
荷
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
バ
ヤ
ン
ホ
ン
ゴ
ル
市
に
近

い
バ
ヤ
ン
オ
ボ
地
区
は
人
口
約
二
七

○
○
人
、
一
部
地
域
に
金
鉱
が
あ
る

が
、
遊
牧
以
外
に
は
あ
ま
り
産
業
が

な
い
地
域
で
あ
る
。
こ
の
ソ
ム
は
、

近
年
ゾ
ド
（
雪
害
）
よ
る
被
害
が
大

き
か
っ
た
こ
と
か
ら
運
動
に
熱
心
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
一
村
一

品
運
動
向
け
の
商
品
と
し
て
は
、
伝

統
的
な
木
工
品
を
中
心
に
工
夫
が
進

ん
で
い
て
、
ゲ
ル
（
モ
ン
ゴ
ル
の
移

動
式
テ
ン
ト
住
居
）
の
梁
、
手
芸
品

と
し
て
の
チ
ェ
ス
駒
、
馬
頭
琴
な
ど

を
商
品
化
す
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
流
通
に
乗
せ
る
だ

け
の
数
量
は
な
く
、
家
庭
内
職
の
程

度
に
留
ま
る
点
が
限
界
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
地
域
に
あ
る
程
度
の
工
作

機
械
の
設
置
と
木
工
材
料
の
提
供
が

あ
れ
ば
、
生
産
規
模
は
拡
大
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
た
。
ロ
ー
カ
ル
市
場
向
け
に
限
定
さ
れ
る
が
、

特
産
品
と
し
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
住
民
の
収
入

・
就
業
機
会
の
増
加
と
な
る
可
能
性
も
も
っ
て
い

る
。県

の
中
心
地
で
あ
る
バ
ヤ
ン
ホ
ン
ゴ
ル
市
で
も

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
県
主
催
の
展
示
会
へ

の
出
品
数
の
う
ち
約
半
数
が
バ
ヤ
ン
ホ
ン
ゴ
ル
市

か
ら
の
出
品
で
、
二
○
○
二
年
の
第
一
回
の
展
示

会
に
は
二
一
八
点
が
出
品
さ
れ
た
。
そ
れ
以
外
に

も
、
秋
に
農
産
物
産
展
示
会
、
夏
に
乳
製
品
展
示

会
な
ど
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
最
近
注
目
を
浴
び

た
産
品
と
し
て
は
、
女
性
経
営
者
が
起
業
し
た

「
ド
ル
ニ
ン
ギ
ギ
社
」
の
特
殊
焼
酎
（
県
南
部
で

と
れ
る
甘
草
と
い
う
ハ
ー
ブ
を
小
麦
の
蒸
留
酒
ア

ル
ヒ
に
混
ぜ
、
飲
み
や
す
く
ア
ル
コ
ー
ル
度
を
調

節
し
て
瓶
詰
め
し
た
焼
酎
）、
協
同
組
合
「
ホ
ン

ゴ
ー
ル
・
ゾ
ル
」
が
作
る
フ
ェ
ル
ト
製
品
、
市
内

の
中
小
企
業
「
ス
ル
テ
ン
・
テ
ン
ガ
ー
」
工
場
の

シ
ロ
山
羊
の
内
臓
加
工
品
、
子
供
用
食
品
な
ど
が

あ
る
（
表
2
参
照
）。

ま
た
、
筆
者
が
瞥
見
し
た
展
示
会
の
な
か
で
は
、

モ
ン
ゴ
ル
衣
装
、
手
芸
装
飾
品
、
絵
画
や
工
芸
品
、

果
実
の
ジ
ュ
ー
ス
や
ジ
ャ
ム
、
生
鮮
野
菜
の
加
工

品
な
ど
多
彩
な
産
品
が
み
ら
れ
、
工
夫
次
第
で
は

市
場
に
出
し
商
品
化
に
成
功
す
る
も
の
も
あ
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
生
産
技
術
と
生

産
規
模
は
ま
だ
不
十
分
で
、
容
器
の
漏
れ
が
発
見

さ
れ
る
な
ど
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
場
へ
の
出
荷

や
輸
出
産
品
へ
結
び
つ
け
る
に
は
ま
だ
ま
だ
課
題

が
大
き
い
と
み
ら
れ
る
。

製品名 種類 生産市町村 生産団体

1 「ドルニン・ギギ」特殊焼酎 飲料 バヤンホンゴル市 会社

2 技術印刷 印刷物 バヤンホンゴル市 会社

3 石将棋 手芸品 ボグド村 個人

4 ヤク柔毛の加工品 手芸品 エルデネットソグト村 個人

5 「シャルガルシュート」焼酎 飲料 バヤンホンゴル市 会社

6 焼きパン・菓子 食品 バヤンホンゴル市 協同組合

7 「シロ山羊」の内臓加工品 食品 バヤンホンゴル市 会社

8 羊毛加工機械 機械 バヤンチグ村 個人

9 子供用食品 食品 バヤンホンゴル市 協同組合

10 フェルト加工品 日用品 ジンスト村 個人

11 乳製品ケーキ 食品 ジャッルガラント村 個人

その他　（椎茸、革製品、フェルト製品、靴、彫刻品、馬頭琴、煉瓦、乳製品など）

表 2　バヤンホンゴル県「一村一品運動」展示会の表彰品リスト（2003 年 12 月）

（出所）バヤンホンゴル県一村一品運動センター提供資料。

2002 年 1月 モンゴル駐日大使、バヤンホンゴル県知事等大分県視察、平松知事と面談し「一村一品運動」についての説明を受ける

2002 年 8月 平松大分県知事モンゴル訪問、「一村一品」セミナー開催、首相他政府要人との会談

2002 年 8月 大分県とバヤンホンゴル県の友好協定締結

2002 年 12月 第 1回バヤンホンゴル一村一品展示会開催

2003 年 3月 バヤンホンゴル県議会「一村一品」運動行動計画承認

2003 年 7月 JICA モンゴル事務所長バヤンホンゴル県視察・JICA 事業支援の具体化（2003 年 9月〜 2006 年 9月）

2003 年 12月 大分県国際交流センター代表モンゴル訪問、バヤンホンゴル一村一品展示会参加、「平松賞」の授与

2004 年 10月 エルベルドルジュ首相就任にあたり、内閣行動計画・地方開発計画において、「一村一品運動」を全国展開することを表明

2005 年 5月 モンゴル首相タイ訪問、タクシン首相がタイのOTOPについて説明

2005 年 11月 モンゴルでの「一村一品」運動推進計画決定（“一ソム一品”OSOP計画）

2006 年 1月 モンゴル各県での促進「一村一品」リストの指定

表 1　バヤンホンゴル県の一村一品運動の経過

（出所）「モンゴル国の一村一品運動経緯」大分県国際交流センター提供資料。
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●
一
村
一
品
運
動
の
全
国
展
開

大
分
県
と
の
交
流
の
な
か
で
生
ま
れ
た
バ
ヤ
ン

ホ
ン
ゴ
ル
県
の
一
村
一
品
運
動
は
、
当
初
か
ら
モ

ン
ゴ
ル
全
体
の
運
動
導
入
へ
の
モ
デ
ル
地
区
と
想

定
さ
れ
推
進
さ
れ
て
き
た
が
、
二
○
○
五
年
六
月

に
は
、
エ
ル
ベ
ル
ド
ル
ジ
首
相
主
導
の
下
で
、
同

運
動
を
全
国
規
模
で
展
開
す
る
こ
と
が
正
式
決
定

さ
れ
た
。

基
本
的
に
は
、
全
国
展
開
の
目
標
を
「
各
地
方

の
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
経
済
的
に
創
生

し
、
自
立
的
な
地
域
づ
く
り
を
促
進
、
競
争
的
な

品
質
を
持
っ
た
製
品
で
、
地
域
が
誇
り
を
持
っ
て

国
内
・
国
外
に
市
場
を
持
て
る
よ
う
に
努
力
す
る

こ
と
」
と
定
め
、
バ
ヤ
ン
ホ
ン
ゴ
ル
の
例
に
も
な

ら
い
な
が
ら
、
地
域
の
自
立
化
と
活
性
化
を
広
域

で
実
施
し
よ
う
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
二
段
階
に
分

け
、
第
一
段
階
を
二
○
○
五
〜
二
○
○
八
年
、
第

二
段
階
を
二
○
○
九
〜
二
○
一
二
年
と
し
、
前
者

を
基
盤
づ
く
り
と
し
て
の
広
報
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

設
定
、
展
示
会
な
ど
に
よ
る
経
験
交
流
や
優
秀
作

品
の
選
定
・
顕
彰
、
後
者
を
本
格
的
展
開
の
た
め

の
生
産
拡
大
、
投
資
振
興
、
輸
出
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
振
興
に
当
て
る
と
し
て
い
る
。

推
進
組
織
と
し
て
は
、
副
首
相
を
責
任
者
と
す

る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
カ
ウ
ン
シ
ル
（
委
員
会
）
を
創

設
、
閣
僚
、
各
省
庁
行
政
官
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
代
表

が
委
員
と
な
っ
て
行
動
計
画
の
具
体
化
を
図
る
体

制
を
整
え
た
。

国
際
機
関
も
モ
ン
ゴ
ル
の
こ
の
よ
う
な
動
き
に

注
目
し
て
お
り
、
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）

は
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
貧
困
救
済
と
地
域
産
業
振

興
の
た
め
、「
一
村
一
品
運
動
」
を
一
つ
の
柱
と

す
る
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
お

り
、
二
○
○
五
年
か
ら
は
「
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

・
モ
ン
ゴ
リ
ア
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始

し
て
い
る
。
現
在
、
こ
の
事
業
で
は
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
あ
る
零
細
・
中
小
の
起
業
家
を
支
援
し
、

「
一
村
一
品
」
の
よ
う
な
特
産
品
の
開
発
、
市
場

化
、
起
業
な
ど
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
零
細
業
者
へ
の
ミ
ニ
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
供
与
、
有
望
商
品
の
募
集
・
選
別
と
い

っ
た
事
業
で
二
○
○
六
年
か
ら
部
分
的
な
が
ら
実

施
段
階
に
移
っ
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
の
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

も
対
モ
ン
ゴ
ル
経
済
支
援
の
重
点
項
目
と
し
て
、

地
方
開
発
支
援
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
中
で
は
、

一
村
一
品
運
動
に
つ
ら
な
る
経
済
支
援
が
一
つ
の

柱
と
な
っ
て
い
る
。

●
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
一
村
一
品
運
動

の
含
意

い
ず
れ
に
し
て
も
広
大
な
国
土
と
少
な
い
人
口
、

遊
牧
を
基
調
と
し
、
日
本
や
東
ア
ジ
ア
地
域
と
は

か
な
り
自
然
社
会
条
件
が
異
な
る
モ
ン
ゴ
ル
の
こ

の
種
の
取
り
組
み
は
、
多
く
の
難
し
い
課
題
を
背

負
っ
て
い
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
し
か
し
、

地
方
経
済
の
劣
化
と
人
口
流
出
、
格
差
の
拡
大
と

い
う
深
刻
な
社
会
問
題
に
直
面
し
て
い
る
モ
ン
ゴ

ル
に
と
っ
て
は
、
待
っ
た
な
し
の
政
策
課
題
と
し

て
地
方
開
発
の
問
題
が
あ
り
、
一
村
一
品
運
動
が

何
ら
か
の
貢
献
を
果
た
す
の
で
は
な
い
か
と
の
期

待
は
高
い
。

こ
の
一
村
一
品
運
動
の
導
入
過
程
を
見
る
と
、

日
本
の
一
地
方
で
始
ま
っ
た
一
村
一
品
運
動
が
、

彼
我
の
違
い
を
越
え
て
モ
ン
ゴ
ル
に
一
定
の
社
会

経
済
的
刺
激
と
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
つ
つ
あ
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
今
後
、
立
ち
後
れ
た
遠
隔
地

方
の
開
発
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
で
、
ど
の
よ

う
な
形
で
定
着
し
て
い
く
か
は
、
他
の
途
上
国
の

地
方
開
発
へ
の
含
意
と
い
う
点
で
も
注
目
に
値
す

る
だ
ろ
う
。

（ 

い
ぐ
さ　

く
に
お
／
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
教

授
）

《
参
考
文
献
》

①
金
岡
秀
郎
『
モ
ン
ゴ
ル
を
知
る
た
め
の
60
章
』

明
石
書
店
、
二
○
○
○
年
。

②
鯉
渕
信
一
「
モ
ン
ゴ
ル
の
動
き
」『
ア
ジ
ア
動

向
年
報
』
各
年
版
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
。

③
日
本
貿
易
振
興
会
海
外
調
査
部
『
続
・
新
生
モ

ン
ゴ
ル
│
市
場
経
済
移
行
期
の
光
と
影
』
二
○

○
○
年
一
一
月
。

④
モ
ン
ゴ
ル
・
日
本
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
市
へ
の
人
口
流
入
・
集
中
の
問
題
」（
第
三

回
フ
ォ
ー
ラ
ム
講
演
と
質
疑
応
答
）
ウ
ラ
ン
バ

ー
ト
ル
、
二
○
○
三
年
一
二
月
。

⑤
モ
ン
ゴ
ル
・
日
本
セ
ン
タ
ー
「
モ
ン
ゴ
ル
の
地

方
開
発
│
地
方
経
済
の
活
性
化
の
観
点
か
ら
」

（
第
四
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
講
演
と
質
疑
応
答
）
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
、
二
○
○
五
年
三
月
。

牧民家族（筆者撮影）

冬のモンゴル（筆者撮影）

31 ─アジ研ワールド・トレンド No.137（2007．2）


